
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 107 

令和５年度 理科 

 

教科 理科 科目 物理基礎 
単位

数 
２単位 年次 １年次 

使用教科書 高等学校 考える物理基礎 （啓林館） 

副教材等 
新課程版 アプローチドリル 物理基礎 ①力と運動編 （第一学習社） 

新課程版 アプローチドリル 物理基礎 ②仕事・熱編 （第一学習社） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

現象をイメージし、なぜそうなるかを単純化して理解した上で、必要であれば万国共通の「数学」

を用いて、その後どうなるかを予測する。それが物理学であり、「力学」を大成したニュートン

の目指したところです。 

なので「暗記勉強法」のみでは必ずつまずきますし、問題を解くには計算力が必須です。 

 

 

２ 学習の到達目標 

(1) 知識及び技能：用語、公式、物理記号の意味、単位等の基本知識を身に着けたうえで、最低限の計

算力を駆使できる。 

(2) 思考力、判断力、表現力等：一見複雑に見える問題を解析し、より単純な現象に分解するととも

に、それらを基本的な知識や公式等を複合的に用いて解決できる発想力・思考力・実行力を身に着

ける。 

(3) 学びに向かう力、人間性等：以上を積極的かつ発展的に習得しようとする姿勢を発揮する。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

 

高校生レベルでは説明不可

能な現象の法則性について

は、当面の知識として認知

した上で次のステップへ進

む必要がある。 

また、その物理学の知識を

使うためには、数学の一定

の知識や技能（式変形能力

や数値計算力）は必要であ

り、それら全体を確認する。 

 

複雑な現象を読み解き、単純

化することによって、あらか

じめ習得した基本的知識を

組み合わせて解析できる力。 

また、その力を駆使すること

によって、今までに経験して

いない初めての現象にも対

応できる力を評価する。 

 

基本的項目として教科書等

に与えられている事象以外

の未知の発展的領域にも、興

味関心を持ち積極的に理解

を試みる主体性を評価する。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１ 物
体
の
運
動 

速度 

加速度 

落体の運動 

a:物体の運動の表し方について

直線運動を中心に理解すること。 

b:速度と時間の関係を見出す中

で、物体が直線運動する場合の加

速度を理解すること。 

c: 物体が落下する際の加速運動

の特徴を理解すること。 

定期考査 定期考査 提出 

レポート 

 

力
と
運
動 

力 

運動の法則 

a:物体に様々な力が働くことを

理解すること。 

b:物体に働く力のつり合いを理

解すること。 

c:物体の質量、物体に働く力、物

体に生じる加速度の関係を見出

して理解するとともに、運動の三

法則を理解すること。 

定期考査 定期考査 提出 

レポート 

 

２ 

 

様々な力と運動 a:様々な力が物体に働く場合の

運動の法則の適用方法を理解し、

応用力を身に着ける。 

定期考査 定期考査 提出 

レポート 

 

仕
事
と
エ
ネ
ル
ギ
ー 

仕事 

運動エネルギー 

位置エネルギー 

 

a:物体の仕事という物理概念を

理解する。 

b:運動エネルギーと位置エネル

ギーについて、仕事と関連付けて

理解すること。 

c:重力による位置エネルギーは

基準面によって値が定まること

を理解する。 

定期考査 定期考査 提出 

レポート 

 

３ 

 

力学的エネルギーの保存 a:力学的エネルギー保存の法則

を仕事と関連付けて理解するこ

と。 

定期考査 定期考査 提出 

レポート 

 

熱
と
エ
ネ
ル
ギ
ー 

熱と温度 

熱量 

熱の利用 

a:熱と温度について、原子や分子

の熱運動の観点から理解するこ

と。 

b:熱量という概念を理解し、熱量

保存の法則を用いて熱の移動を

予測できることを理解すること。 

c:熱の移動および熱と仕事の変

換について理解すること。 

定期考査 定期考査 提出 

レポート 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         


